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人
口
減
少
問
題
に
直
面
し
た
本
市
の
対

応
策
に
つ
い
て

問　
国
・
県
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
て
、

人
口
減
少
を
抑
止
す
る
た
め
の
施
策
を

積
極
的
に
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
保
育
所
定
員
の
拡
充
や
子
育
て
応

援
出
産
支
援
金
制
度
の
創
設
な
ど
の
子

育
て
支
援
策
の
充
実
、
ま
た
、
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
を
は
じ
め
と
し

て
、
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
秦
野
駅
北

口
や
鶴
巻
温
泉
駅
南
口
の
周
辺
整
備
な

ど
、
快
適
で
利
便
性
が
高
く
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

土
砂
災
害
時
の
避
難
徹
底
に
つ
い
て

問　
河
川
氾
濫
や
土
砂
流
出
な
ど
に
よ

り
、
岩
手
県
岩
泉
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
入
所
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
状
況
を
受

　平成 27 年度の「一般会計決算」と「水道事業会計決算」そして「国民健康保険事業」、「下水道事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の４
特別会計決算の認定についての各議案は、９月７日の本会議で設置された、23 人の委員で構成する予算決算特別委員会に付託しました。
　同委員会では、９月 12 日に総括質疑及び歳入の審査、13 日に総務分科会、14 日に文教福祉分科会、15 日に環境都市分科会を開催し、平成 27 年度
決算の審査を慎重に行いました。10 月５日の本会議では、議案ごとに審議をし、６議案を賛成多数により認定しました。 （以下、質疑などの要旨を掲載）

会 　 計 　 区 　 分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 495億2393万円        465億5714万円        

水 道 事 業 会 計 29億8201万円 28億7713万円

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計 211億7198万円 208億8827万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 65億 2268万円 56億3590万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 105億4119万円 103億7670万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
特 別 会 計 17億5643万円 16億5285万円

計 924億9822万円 879億8799万円

総 務
分 科 会
政策部・市長公室
財務部・市民部
会計課・監査事務局
選挙管理委員会事務局
議会事務局・消防本部

は
だ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
対
す
る
記

念
品
贈
呈
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
の
寄
付
金
の
実
績
は
、

26
年
度
に
比
べ
増
額
し
て
い
る
が
、
主

な
要
因
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
の
魅
力
が
伝
わ
る
特
産
品
の

充
実
に
努
め
、
記
念
品
を
37
品
目
か
ら

94
品
目
に
増
や
し
た
こ
と
や
、
申
し
込

み
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
に
よ
り
、
他
の

自
治
体
に
比
べ
、
競
争
力
が
あ
っ
た
こ

と
が
、
主
な
要
因
だ
と
考
え
て
い
る
。

女
性
相
談
事
業
に
つ
い
て

問　
本
市
の
女
性
相
談
件
数
は
１
２
８

件
と
の
こ
と
だ
が
、
相
談
内
容
と
相
談

体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
相
談
内
容
は
、
配
偶
者
に
よ
る
Ｄ

平成 27 年度各会計決算額

Ｖ
相
談
が
57
件
で
全
体
の
45
％
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
他
、
家
族
や
夫
婦
に
関

す
る
こ
と
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
相

談
体
制
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
お
よ
び

第
２
土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
と
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

で
、
一
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
原
則

１
時
間
と
し
、
女
性
相
談
員
が
一
人
で

対
応
し
て
い
る
。

要
望　
相
談
員
を
複
数
人
配
置
し
、
平

日
に
毎
日
相
談
で
き
る
よ
う
、
相
談
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
そ
の
効
果
に
つ

い
て

問　
平
成
27
年
度
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
38
カ
所
、
50
台
と
の
こ
と
だ

が
、
主
な
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る
効
果
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
秦
野
駅
南
口
付
近
、
東
海
大
学
前

駅
入
口
交
差
点
付
近
、
主
要
バ
ス
停
付

近
な
ど
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
そ
の
効

果
と
し
て
は
、
27
年
度
の
市
内
刑
法
犯

認
知
件
数
が
、
26
年
度
と
比
べ
、
１
９

１
件
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
犯

罪
抑
止
や
事
件
の
早
期
解
決
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
。

地
域
貢
献
券
の
利
用
に
つ
い
て

要
望　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て

交
付
さ
れ
る
地
域
貢
献
券
は
、
本
人
し

か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
利
用
し
づ
ら

い
と
聞
い
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
は
、
家
族
の
協
力
が
必
要
に
な
る

社
会
保
障
施
策
の
財
源
と
し
て
の
地
方

消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
４
月
に
消
費
税
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
27
年
度
の
収

入
支
出
全
体
で
影
響
額
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収
分
が

約
12
億
６
０
０
０
万
円
、
課
税
仕
入
れ

な
ど
に
係
る
消
費
税
額
が
約
３
億
円
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
差
し
引
き
で
約
９

億
円
の
影
響
額
で
あ
っ
た
。

保
育
所
等
入
所
児
童
個
人
負
担
金
と
幼

稚
園
保
育
料
の
整
合
性
に
つ
い
て

問　
公
立
幼
稚
園
は
使
用
料
、
保
育
園

・
こ
ど
も
園
は
負
担
金
と
し
て
い
る
が
、

将
来
、
負
担
を
お
願
い
す
る
形
と
し
て

ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
か
。

答　
公
立
幼
稚
園
は
法
律
上
、
公
の
施

設
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
使

用
料
は
均
等
、
平
等
で
あ
る
こ
と
が
大

原
則
に
な
る
。
収
入
に
よ
っ
て
区
分
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
負
担
金
と
し
て
理
論

構
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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入
の
審
査

※平成26年度に比べると、歳入は38億2249万円の増（＋4.3％）、歳出は28億3376万円の増
（＋3.3％）でした。

け
、
本
市
と
し
て
今
後
の
対
応
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区

域
内
の
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い
者
支

援
施
設
な
ど
に
対
し
て
、
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
や
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

支
援
し
、
入
所
者
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。
今
後
、
各
施
設
で
実
施
し
た

訓
練
内
容
な
ど
の
報
告
を
受
け
、
必
要

と
思
わ
れ
る
施
設
に
対
し
て
助
言
す
る

と
と
も
に
、
早
め
の
避
難
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
、
施
設
利
用
者
の
安
全
確
保

に
向
け
連
携
強
化
し
て
い
く
。

は
だ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
活
用
方
法

に
つ
い
て

問　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
の

活
用
方
法
や
活
用
状
況
の
周
知
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
27
年
度
に
「
ふ
る
さ
と
基
金

」
を
設
立
し
、
約
１
億
３
０
０
０
万
円

の
積
み
立
て
を
し
て
い
る
。
28
年
度
事

業
で
は
、
「
森
林
遊
び
場
（
仮
称
）
整

こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
家
族
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の

利
用
価
値
を
高
め
て
ほ
し
い
。

職
員
研
修
に
つ
い
て

要
望　
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
状
況

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
打
開
し
よ
う
と
す

る
意
欲
を
持
っ
た
職
員
を
育
成
し
て
い

く
た
め
に
は
、
企
業
経
営
に
お
い
て
実

績
を
上
げ
て
き
た
人
材
を
講
師
に
招
く

な
ど
、
研
修
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て

ほ
し
い
。

消
防
団
車
庫
待
機
室
整
備
事
業
費
の
不

用
額
に
つ
い
て

問　
執
行
率
39
・
８
％
、
不
用
額
約
３

５
０
０
万
円
と
な
っ
た
理
由
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
２
棟
建
て
替
え
予
定
の
う
ち
１
棟

は
、
自
治
会
管
理
用
地
へ
の
建
て
替
え

を
予
定
し
て
い
た
が
、
地
元
自
治
会
と

の
調
整
が
付
か
ず
、
建
て
替
え
が
で
き

な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
１
棟
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
に
用
地
買
収
を
行

い
、
29
年
度
に
建
て
替
え
る
計
画
と
し

て
い
る
。

総
　
括
　
質
　
疑

備
事
業
」
な
ど
９
件
の
事
業
に
活
用
す

る
。
寄
付
金
の
活
用
状
況
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な
ど
、
効
果
的
に

情
報
発
信
し
て
い
く
。

地
方
公
会
計
の
整
備
に
つ
い
て

問　
現
在
、
国
が
示
す
指
針
に
基
づ
き
、

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
な
ど

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
作
成

後
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
財
源
が
一
層
限
ら
れ
て
い
く
中
で
、

本
市
の
正
確
な
財
務
状
況
を
認
識
す
る

こ
と
は
よ
り
重
要
に
な
る
。
作
成
後
は
、

近
隣
各
市
な
ど
と
の
比
較
に
よ
り
、
財

政
運
営
上
の
問
題
点
や
課
題
を
把
握
し
、

原
因
分
析
を
し
て
い
く
。

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
へ
の
商
業
振

興
に
つ
い
て

問　
市
内
商
業
の
現
状
や
課
題
を
把
握

し
、
効
果
的
な
商
業
振
興
施
策
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
商
業
実
態
調
査
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
調
査
結
果
で
は
、
市
内
商
業
者
の

厳
し
い
経
営
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
も
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
店
舗

も
あ
り
、
そ
の
店
舗
が
取
り
組
ん
で
い

る
販
売
促
進
策
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
商
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
新
た

な
商
業
振
興
施
策
の
創
設
や
既
存
支
援

策
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

問　
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
画
を
得

な
が
ら
、
学
校
の
運
営
や
支
援
の
充
実

な
ど
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
制
度
の
研
究
実
践
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
28
年
６
月
１
日
付
で
西
中
学

校
を
研
究
実
践
校
と
し
て
指
定
し
た
。

指
定
か
ら
３
カ
月
経
過
し
た
が
、
学
習

支
援
で
地
域
の
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、

目
に
見
え
る
形
で
の
学
校
支
援
が
実
現

で
き
て
い
る
。
引
き
続
き
、
学
校
、
家

庭
、
そ
し
て
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
子

ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

予 算 決 算 特 別 委 員

魅力ある特産品の充実を

平成27年度決算を審議 ～新年度予算に向け要望も～




